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「レトルト食品の利用しやすさ向上のための
業界自主ガイドライン」制定について
　～「注意喚起のためのピクトグラム」理解度及び
　　  視認性調査結果～

日本缶詰びん詰レトルト食品協会………………

レトルト食品市場が拡大してきている中，多様な消費者層
がレトルト食品をより利用しやすくするための施策を取り
まとめた「レトルト食品の利用しやすさ向上のための業界自
主ガイドライン」を紹介する．また，施策のひとつである注
意喚起のためのピクトグラムについての，理解度，視認性
試験結果を紹介する．

土谷食品株式会社
企業最前線～経営者に聞く～40………………………………

果実王国山形で果実，山菜缶詰パッカーとして設立された
が，環境の変化に対応するために業態を変更，平成7年
に畑違いの果実カップゼリーの生産を開始，平成10年に
はレトルト食品の生産を開始した．レトルトやロングライ
フチルドの生産技術を応用したデザートの開発を行い，次
の25年のための種まきを行っている．

平成26年産くり缶詰・びん詰在庫調査結果
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2015年1～3月期の缶詰，びん詰生産は48万トン（7,471
万箱．実箱）で，前年対比87.3％と減少している，内訳は，
丸缶45.7万トン，7,184万箱（飲料を除いた丸缶では4.7万
トン，620万箱），大缶0.6万トン，34万箱，びん詰1.3万ト
ン，253万箱となっている．レトルト食品の生産は，7.3万ト
ン（108万箱）で前年対比105.6％と増加している．
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